
広島商船高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 数学ⅠC
科目基礎情報
科目番号 1911008 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 一般教科 対象学年 1
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 新基礎数学（大日本図書）、新基礎数学問題集（大日本図書）
担当教員 平井 剛和,川崎 雄貴
到達目標
(1) いろいろな数式の計算ができる。
(2) いろいろな方程式・不等式が解ける。
(3) いろいろな関数のグラフがかける。
(4) 順列・組合せの総数の求め方を理解し、それらを利用して様々な場合の数を求められる。
(5) 連立方程式・不等式の意味を理解し、１次の連立方程式・不等式が解ける。
(6) 数列の概念を理解し、いろいろな数列の計算ができる。
(7) 三角比の意味を理解し、三角形の辺の長さと面積の計算ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

整式の計算 整式の四則計算、展開、因数分解
の発展的な式変形ができる。

整式の四則計算、展開、因数分解
の基礎的な式変形ができる。

整式の四則計算、展開、因数分解
の基礎的な式変形ができない。

いろいろな数 実数や複素数の意味を理解し、そ
の複雑な四則計算ができる。

実数や複素数の意味を理解し、そ
の四則計算ができる。

実数や複素数の意味を理解できな
い。または、その四則計算もでき
ない。

方程式の解法
2次方程式など様々な方程式の意味
を理解し、様々な応用的な活用が
できる。

2次方程式など様々な方程式の意味
を理解し、解くことができる。

2次方程式など様々な方程式の意味
を理解できない。または、解くこ
とができない。

2次関数 2次関数のグラフを用いて2次不等
式を解くことができる。

2次関数のグラフをかくことができ
、グラフを利用して2次不等式を解
くことができる。

2次関数のグラフをかくことができ
ず、グラフを利用して2次不等式を
解くことができない。

いろいろな関数 関数に一般論を理解できる。
偶関数、奇関数およびグラフの平
行移動が理解でき、べき関数のグ
ラフをかくことができる。

偶関数、奇関数およびグラフの平
行移動が理解できず、べき関数の
グラフをかくことができない。

場合の数 場合の数、順列、組合せの複雑な
計算ができる。

場合の数、順列、組合せの基本的
な計算ができる。

場合の数、順列、組合せの計算が
できない。

連立方程式・不等式
連立方程式・不等式の意味を理解
し、3元連立１次方程式・１次不等
式を解くことができる。

連立方程式・不等式の意味を理解
し、基本的な3元連立１次方程式・
１次不等式を解くことができる。

連立方程式・不等式の意味が理解
できない。または、基本的な3元連
立１次方程式・１次不等式を解く
ことができない。

数列
等差数列・等比数列・Σのやや複雑
な計算ができる。漸化式の意味を
理解している。

等差数列・等比数列・Σの基本的な
計算ができる。漸化式の意味を理
解している。

等差数列・等比数列の計算ができ
ない。

三角比
三角比の意味を理解し、三角形の
辺の長さ、角の大きさ、面積の計
算ができる。

三角比を用いた基本的な計算がで
きる。

三角比の値を求めることができな
い。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

(1)数学の科目を学び、自然現象を科学的に説明できるとともに、各学科の専門科目を理解できる能力を身につける授業
を行う。
(2) 基本的な計算技術の定着と、方程式や不等式への理解を深めることを目標とする。
(3) 2次関数などの初等的関数の性質を理解することを目標とする。
(4) 場合の数、数列の計算を解けることを目標とする。
(5) 連立方程式・不等式の性質を理解し、1次の連立方程式・不等式が解けることを目標とする。
(6) 三角比の意味と図形の計量を学ぶ。
(7) 中学校で学習した内容をさらに深め、2年次、3年次の数学、専門科目の学習に対応できるようにする。

授業の進め方・方法 教科書の内容に沿った演習中心の授業を行う。また、授業で習った内容を課題として出題する。

注意点
(1) 今後学ぶ数学や専門科目の基礎となる科目であるから、学習内容をしっかりと身に付ける必要がある。
(2) 学習内容の定着には、日々の予習復習が不可欠である。教科書・問題集などを活用して主体的に学習すること。
(3) 復習課題を出題するので必ず期限内に提出すること。
(4) 学習内容についてわからないことがあれば、積極的に質問すること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期
1stQ

1週 整式の加法・減法 整式の意味を理解し、整式の整理が出来る。
整式の加減乗除の計算ができる。

2週 整式の乗法 整式の展開ができる。
3週 因数分解 中学校で学んだ因数分解ができる。
4週 場合の数 積の法則と和の法則の違いを理解している。
5週 場合の数 順列・組合せの基本的な計算ができる。
6週 前期中間試験
7週 因数分解 たすき掛けを用いた因数分解ができる。

8週 整式の除法
整式の商と余りを求めることができる。
数や整式の最大公約数と最小公倍数を求めることがで
きる。

2ndQ
9週 剰余の定理 剰余の定理を利用して、整式の余りを計算できる。
10週 因数定理 因数定理を用いて高次関数の因数分解ができる。



11週 分数式の計算 分数式を既約分数に直すことができ、分数式の四則演
算の計算ができる。

12週 連立方程式・不等式 基本的な3元１次連立方程式、1次不等式を解くことが
できる。

13週 数列 数列の一般項が理解でき、等差数列・等比数列の一般
項と和を求めることができる。

14週 数列
総和記号Σの意味が理解できる。
総和記号を用いた基本的な数列の和を計算することが
できる。

15週 数列 基本的な漸化式の問題が解ける。
16週 前期末試験

後期

3rdQ

1週 実数・平方根・複素数 自然数、整数、有理数、無理数、平方根、複素数につ
いて理解できて、計算ができる。

2週 2次方程式 2次方程式の解の公式や解と係数の関係が使える。
無理方程式・分数方程式を解くことができる。

3週 恒等式 恒等式と方程式の違いを区別できる。

4週 2次関数のグラフ 2次関数のグラフをかくことができ、最大値・最小値を
求めることができる。

5週 三角比 三角比の値を求めることができる。
6週 三角比 三角比の相互関係を理解できる。
7週 三角比 正弦定理・余弦定理を理解できる。
8週 後期中間試験

4thQ

9週 2次不等式 2次関数のグラフを用いて2次不等式を解くことができ
る。

10週 いろいろな関数 偶関数と奇関数、平行移動されたグラフの関係が理解
できる。

11週 いろいろな関数 べき関数のグラフがかける。
12週 三角比 正弦定理・余弦定理の応用問題が解ける。
13週 三角比 三角形の面積を求めることができる。

14週 三角比 一般角を理解し、一般角の三角関数の値を求めること
ができる。

15週 三角比 弧度法を理解し、弧度法で表された角の三角関数の値
を求めることができる。

16週 学年末試験
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 10 10 10 10 40 0 80
基礎的能力 6 10 10 10 40 0 76
専門的能力 3 0 0 0 0 0 3
分野横断的能力 1 0 0 0 0 0 1


